



笠原先生 は ソ連邦の保険 をご研究 され てお られ た。 このため,ソ 連邦の会計
を研究 してい る私 とは,お 会 いすれ ば,社 会主義の さまざまな問題 につい て と
もに話 しあ うことが多か った。 「森 さん,ど うなんで し ょうね エ」 とき りだ し
て,社会主義国の今日の現状を,若輩の私に難問をぶつけてこられた。私はな
い知恵を しぼ ってお答えしたが,そ れ は私に とって研究上 のこの うえ もない刺
激 であ った。
先生の処女出版 は,エ フ ・ヴェー ・コーニシソ著 『ソ連邦に おけ る国家保険』
を翻訳 され て1960年10月に 刊行 された 『ソ連邦の保険』 である。 本書 の訳者序
文には私の名前をあげ て感謝 してお られ る。たい した協 力 もしなか ったに もか
かわ らず,わ ざわ ざ名前を記 していただいた こ とにはい まだに恐縮 してい る。
先生 のお人柄が偲ばれ る。社会主義 ともなれ ば社会保障が充実 して生命保険や
損害保険はな くな ってしま うと安易に考えていた私は,本 書 を とお して非常に
勉強にな った。
翻訳をなされていた当時 の先生の社 会主義保険にたいす る研究情熱 は,私 に
も忘れがたい思い出 とな ってい る。 コー ニシンの原書,岩 波 ロシヤ語辞典,大
学 ノー トを風 呂敷につね に包み持 っていて,多 忙な学 内外 の活動のなかで暇を
みつけては少 しの時間 もお しんで,先 生は コツ コツと翻訳 をな されていた。大
学 ノー トには先生の独特 の書体で訳文 が出来上 っていき,そ れは原稿用紙に清
書 されてい った。翻訳 中のお姿はい まなお眼に浮ぶ。 と くに,平 和 と民主主i義
を守 るための60年安保 の連 日の国会請願行動に大学教授 団の一員 として参加 し
てお られた最 中に,出 版間近の校正をなされ ていた ことは,強 い印象 として残
ってい る。
(559)笠 原先生のことなど327
出版記念として,先生は印南先生,黒 田先生と私を招いて,神田すずらん通
りの中華飯店でご馳走してくださった。その帰路,先生と私とは銀座でソビエ
トの反戦映画 「鶴は飛んでいる」を観た。兵役の経験がおありだった先生には
反戦平和の固い信念を人一倍持っておられたことを,私は映画観賞をつうじて
再び知った。
笠原先生はまた 「社会主義経済学会」の会員であられた。私もこの学会の会
員であるので,学会の年一回の研究大会には一緒に参加する機会があった。私
の学会報告を聴いていただいた高松大学の大会,北海道国鉄労組のス トのため
函館からタクシーでかけつけた小樽商大の大会,大阪保険協会の宿舎から参加
した関西大学の大会,先生の好物であった笹団子をともに味わった思い出のあ
る新潟大学の大会などが,走馬灯のように脳裡に浮ぶ。旅行中の話題はやはり
社会主義の問題が多かったことはいうまでもない。歓談しているうちに,先生
め落ち着いたお話ぶりから温厚なお人柄が伝わってきて,人の心を温かく包ん
で実に楽しい雰囲気になっていった。
お亡 くなりになる約1ヵ月前の9月5日 に,私は千葉の病院に先生をお見舞
にいった。それが先生との最後の面会となってしまったが,そのさいも,ポー ラ
ン ド自主労組連帯の動き等に強い関心をもっておられ,難問をあいかわらず私
になげかけてこられた。そして,病気が回復したら,すでに予定されていた北海
道大学での 「社会主義における労働組合の役割」という統一論題の 「社会主義
経済学会」に再び一緒に参加することを,先生は大変楽しみにしておられた。
最後の最後まで科学的社会主義の研究をにぎって離さない一貫した学究姿勢
は,高い知性と豊かな見識からにじみでる先生の人情のかずかずの思い出とと
もに,私には今後の研究生活にとっての貴重な指針をあたえてくださった。
かえすがえすも,日本における社会主義保険の研究の第一人者であり,日ソ
協会千葉支部長として目ソ友好の運動にも貢献された先生を失ったことは,ま
ことに残念でならない。
先生の没後,私はご家族のご好意により先生ご愛用の書込みのあるロシヤ語
辞典をいただいた。その辞典に私は 「明観長導居士」と記した。合掌。
